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【
う
ら
へ
続
く
】

4 月 21 日2720

　

学
術
会
議
法
案
が
衆
院

で
審
議
入
り
。「
法
案
は
首

相
任
命
の
評
価
委
員
会
や

監
事
な
ど
で
政
府
が
介
入

す
る
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ

る
」「
学
術
会
議
の
総
会
で

は
政
府
の
学
術
会
議
法
案

　トランプ政権に抗議
「民主主義に手をつけるな」「退陣を」

　ワシントンでトランプ政権に対する大規模な抗議
デモが行われ、「（民主主義や大事な権利・制度に）
手を付けるな」「トランプは退陣せよ」などのシュプ
レヒコールを繰り返しました。
　行動は、全米１３００ヵ所以上で行われ、主催団
体の事前の参加登録者数は約 60 万人。第２次トラ
ンプ政権発足後では最大規模です。

　

日
本
学
術
会
議
は
15
日
、

16
日
、
総
会
を
開
催
。
政

府
提
出
の
学
術
会
議
法
案

の
抜
本
的
な
修
正
を
国
会

に
求
め
る
決
議
案
を
採
択
。

２
日
間
の
議
論
に
よ
り
、

日
本
学
術
会
議
の
総
意
と

し
て
、
学
術
会
議
の
活
動

日
本
学
術
会
議
総
会

学
術
会
議
法
案
の
修
正
を
要
求

　

会
員
選
考
の
独
立
性
な
ど
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

　

ア
カ
デ
ミ
ー
の
５
要
件
の
充
足
求
め
る

学術関係者ら国会内集会
　集会は、法案反対のオンライン署名を呼び掛けている学
者や法律家らでつくる 16 団体が主催。
　広渡清吾・学術会議元会長は、形式的な会員の任命権し
か持たなかった首相が法案によって「全体を監督する地位
を与えられる」と危惧を表明。小玉重夫・日本教育学会会
長は。学問を軍事に動員させないためにも、廃案に追い込
むことが大切だと強調しました。

や
会
員
選
考
の
独
立
性
な

ど
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
カ
デ

ミ
ー
の
５
要
件
の
充
足
を

求
め
ま
し
た
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
カ
デ

ミ
ー
の
５
要
件
は　

①
学

術
的
に
国
を
代
表
す
る
機

関
と
し
て
の
地
位
、
②
公

的
資
格
の
付
与
③
国
家
財

政
支
出
に
よ
る
安
定
し
た

財
政
基
盤
、
④
活
動
面
で

の
政
府
か
ら
の
独
立
、
⑤

会
員
選
考
に
お
け
る
自
主

性
・
独
立
性
、
で
す
。

日米貿易協定違反のトランプ関税
全面撤回求めよ

　　田村委員長 石破首相に迫る

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智

子
委
員
長
は
14
日
の
衆
院

予
算
委
員
会
で
石
破
首
相

に
、
日
米
交
渉
に
つ
い
て

質
問
。

　

同
氏
は
「
交
渉
の
基
本

的
な
姿
勢
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」

と
指
摘
。「
交
渉
の
目
的
は

関
税
措
置
の
全
面
撤
回
に

あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し

ま
し
た
。

　

ま
た「『
日
本
だ
け
除
外

し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
交

渉
を
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
強
調
。「
同
時
に『
貢
ぎ

物
外
交
』
は
絶
対
に
や
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
、

米
国
か
ら
の
「
農
産
物
の

さ
ら
な
る
市
場
開
放
」「
防

に
対
し
て
抜
本
的
な
修
正

を
求
め
る
決
議
を
採
択
し

た
」「
学
術
会
議
の
原
点
に

は
学
者
が
戦
争
の
加
担
し

た
反
省
が
あ
る
。
学
術
会

議
を
変
質
さ
せ
る
法
案
は

衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生

産
）
比
３
％
」
な
ど
の
要

求
に
こ
た
え
な
い
よ
う
ク

ギ
を
刺
し
ま
し
た
。

トランプ米政権への抗議デモ（5 日、ワシントン）

学術関係者ら国会内集会（11 日）
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

（
１
）
首
都
の
ど
真
ん
中

で
す
す
む
日
米
軍
事
一

体
化
に
「
ノ
ー
」
を 

　

石
破
政
権
は
日
米
の
指

揮
・
統
制
の
一
体
化
を
進

め
「
戦
争
国
家
」
づ
く
り

に
暴
走
。
ア
メ
リ
カ
い
い

な
り
で
憲
法
を
こ
わ
し
て

要求アンケート実施中
　日本共産党通研支部は「要求アンケート」を実施
しています。
　回答は、日本共産党通研支部のホームページで「あ
なたのお声をお聞かせ下さい」をクリックして記入・
送信して下さい。
　ホームページの URL：https://impedance.sakura.
ne.jp
    検索：インピーダンス　共産党

首
都
の
ど
真
ん
中
で
「
戦
争
」
国
家

づ
く
り
、
健
康
こ
わ
す
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

危
険

　
　

こ
れ
に
都
政
が
応
え
る
た
め
に

　
　

 

日
本
共
産
党
の
都
政
政
策
⑤

歯
止
め
な
き
大
軍
拡
。
軍

事
対
軍
事
は
危
険
な
悪
循

環
で
す
。

　

日
米
軍
事
一
体
化
に
都

議
会
で
ノ
ー
の
声
は
政
党

で
は
日
本
共
産
党
だ
け
。

み
ん
な
で
ノ
ー
の
意
思
を

示
そ
う
。
憲
法
9
条
を
生

か
し
た
外
交
で
平
和
を
つ

く
る
よ
う
国
に
働
き
か
け

ま
す
。 

●
オ
ス
プ
レ
イ
撤
去
、 

横

田
基
地
な
ど
米
軍
基
地
の

●「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

し
て
核
廃
絶
を
世
界
に
発

信
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参

加
を
求
め
ま
す
。 

（
２
）
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の

除
去

　

最
も
主
要
な
汚
染
源
の

一
つ
が
あ
る
横
田
基
地
へ

徹
底
し
た
立
ち
入
り
調
査
。

ま
た
水
道
水
や
農
産
物
、

地
下
水
、
土
壌
汚
染
な
ど

調
査
を
行
い
、
除
染
対
策

と
市
民
の
健
康
調
査
を
行

わ
せ
ま
す
。

絶
対
反
対
だ
」　

　
　

×　
　
　
　

×

　

物
価
高
騰
対
策
に
消
費

税
減
税
。「
一
回
限
り
の

“
５
万
円
給
付
金
”な
ど
は

選
挙
目
当
て
の
バ
ラ
ま
き

と
批
判
さ
れ
て
い
る
」「
消

費
税
を
５
％
に
す
れ
ば
１

世
帯
年
間
12
万
円
の
減
税

に
な
る
そ
う
だ
」「
消
費
税

減
税
の
財
源
に
国
債
と
の

話
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
無

責
任
だ
」「
共
産
党
は
大
企

業
・
富
裕
層
へ
の
税
優
遇

を
や
め
れ
ば
恒
久
的
な
財

源
を
つ
く
れ
る
と
提
案
し

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

サ
イ
バ
ー
防
御
法
案
、

参
院
で
審
議
入
り
。「
国
民

の
通
信
の
秘
密
と
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
を
侵
害
す
る
恐

れ
が
あ
る
」「
無
害
化
措
置

に
よ
っ
て
先
制
攻
撃
に
踏

み
込
む
危
険
も
あ
る
。
廃

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

万
博
開
幕
。「
並
ば
な
い

と
い
っ
て
い
た
の
に
入
場

に
長
い
列
が
で
き
た
」「
リ

ン
グ
の
下
は
雨
が
吹
き
込

ん
で
雨
宿
り
で
き
な
い
」

「
日
陰
が
少
な
く
夏
場
が

心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
移
植
試
験

で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
効

果
。「
京
都
大
学
の
臨
床
試

験
で
効
果
が
示
さ
れ
た
と

発
表
し
た
」「
６
人
中
４
人

の
症
状
が
改
善
し
た
と
い

う
」「
効
果
や
安
全
性
が
確

認
さ
れ
て
実
用
化
さ
れ
る

案
に
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ト
ラ
ン
プ
関
税
。「
半
導

体
は
除
外
す
る
と
言
い
出

し
た
」「
日
米
交
渉
に
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
自
ら
出
席
し

た
」「
会
談
し
た
赤
沢
大
臣

の
“
格
下
”
発
言
は
い
た

だ
け
な
い
。
卑
屈
だ
」「
日

本
の
農
産
物
開
放
要
求
に

は
断
固
拒
否
し
て
ほ
し

撤
去
。

　

日
米
軍
司
令
部
の
赤
坂

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
移

転
は
許
し
ま
せ
ん
。 

こ
と
を
待
し
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ツ
ツ
ジ
も
藤
も
咲
き

始
め
た
」「
キ
モ
ッ
コ
ウ
バ

ラ
や
カ
ロ
ラ
イ
ナ
ジ
ャ
ス

ミ
ン
の
黄
色
が
き
れ
い

だ
」「
野
草
も
小
さ
な
花
を

つ
け
て
い
る
」

労働者の賃上げより　　
　株主奉仕優先
株価つり上げ
自社株買い　72・６％増

　

日
本
の
上
場
企
業
に
よ

る
自
社
株
買
い
の
実
施
金

額
が
２
０
２
４
年
度
に
過

去
最
多
の
16
兆
１
５
４
９

億
円
に
の
ぼ
り
、
23
年
度

の
９
兆
３
５
７
４
億
円
と

比
べ
て
６
兆
７
９
７
５
億

円
（
72
・
６
％
）
も
増
え

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

（
図
）。

　

企
業
が
自
社
の
株
式
を

公
開
市
場
か
ら
買
い
戻
す

自
社
株
買
い
は
、
株
価
を

つ
り
上
げ
、
株
主
の
売
買

差
益
を
増
大
さ
せ
る
目
的

で
行
わ
れ
ま
す
。

　

24
年
度
の
自
社
株
買
い

実
施
金
額
を
就
業
者
数

６
７
８
１
万
人
で
割
る
と
、

１
人
あ
た
り
約
23
万
８
千

円
と
な
り
ま
す
。
利
益
を

生
み
出
し
た
労
働
者
か
ら

こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
賃
上

げ
資
金
を
か
す
め
取
り
、

株
主
に
流
出
さ
せ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

アイ・エヌ資料センター調べなど


